
大川高架橋(P39-P44) 三池工業高校 体験学習会 
【BIM/CIM,AR,VR を活用した最新技術や建設現場を体験】 

 

２０１９年５月３０日（木） 
開催場所：座学体験（大川市文化センター） 
     建設現場（堤町交差点付近） 
福岡県立三池工業高等学校 社会基盤系土木

科２、３年生の５４名に建設工事の最新技術を

体験してもらう学習会を開催しました。 
体験学習会では、佐藤監督官より有明海沿岸

道路の概要と国土交通省の取り組みの説明の

後、工事で取り組んでいる最新技術である

BIM/CIM の概要を説明しました。 

 
写真１ 佐藤監督官より概要と取組説明 

写真２ CIM・AR・VR の取り組み状況説明 

その後、実際に BIM/CIM・AR・VR を体験して

もらうことにより、理解を深めて頂きました。 
AR・VR 体験には、学校の先生の方々にも体

験、最新技術にびっくりしていました。 
 

 

写真３ AR 体験 

 

写真４ VR 体験 

 また、最新技術の体験以外に、グルーガンを

溶接に見立て、ペーパークラフトにて箱桁の橋

梁を制作しました。
 

写真５ 橋梁模型ペーパークラフト（制作状況） 



制作した橋の模型は、ペットボトルを乗せて強

度試験を行い、楽しく橋を学んで頂きました。
 

写真６ 橋梁模型ペーパークラフト（強度試験状況） 

室内での座学の後に建設現場で実際の橋桁に

触れてみました。また、床版がなかったので橋

の構造をじっくり観察して頂きました。 

 
写真７ 建設現場での橋桁見学 

 
写真８ ドローン撮影（桁端部） 

さらに、建設現場では高力ボルトの締め付け

作業を行い、体験して頂きました。 

 
写真９ 高力ボルト締付体験 

 
写真１０ 記念撮影（建設現場） 

おわりに、今回の体験学習会を通じて、建設

業の魅力ややりがい（地図に残る仕事）を伝え

ることができました。将来の土木技術者の誕生

に貢献できればうれしいです。 
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